
湖南市防災士連絡会 防災士インタビュー ∨ol。 3

Q。 どうして防災士 |こなろうと思われましたか ?
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令和4年 11月 13日、本田は湖南工業国
地南区の防災士としてご活躍中の、岸田憲
― (き しだ けんいち)さんにお話しを伺い
たいと思います。岸田さんは就職でここ湖
南市 |こ移り住まわれてから第二の rS、るさ
ととしてすつかり溶け込まれ、その人柄の
よさと実行力から、地元区ではなくてはな
らない存在として大活躍されています。ま
た、当連絡会の指揮監督宮の役害」を担う
『事務局長』としてご尽力いただいており
ます。岸田さん、よろし<お願い致します。

Q。 自己 介をお いしま

フ のようにして 用してい し いて]
すか?
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す。工業国地内の企業に勤務し、現在、
品質管理の仕事をしております。出身は
大阪府岸和田市で、大学卒業と同時に就
職でこの滋賀へまいりまして、 |まや31
年になります。家族は妻と大学 3回生の
長女の 3人家族です。

の 田 一 で工 の

り受けてみようと思いました。といいいま
も、10数年前に高知県の室戸市にあります工場の工場長に赴任しました時、
高知県は南海地震が身近に迫る中、皆さん防災意識が非常に高<、 引っ越し

地元の駐在さんから一番、最初 |こ言われた
地震が発生したらすぐに裏山へ駆けあがっ
い」だつたからでした。南海地震が発生す
体が津波に襲われ、と|こか<命を守る行動
とが求められていることを感じました。最
るところに避難タワーが建てられておりま
|こ比べて湖南市は災害に見舞われることが
私自身を含めて防災意識が低いなあと感じ
たので、防災の勉強をしてみたいと思つた
た。
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のですが、この度、水戸学区の自主防災会が発足しましたので、これからは
地域の方長に少しでも防災意識を高めていただけますよう、防災士として活
動していきたいと用います。
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ように台風被害があり、一番ひどいときには、海沿いの国道に大きな岩が打
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の し し

ての活動はまだまだ手探り状態ですが、地域の防災意識を高め、万が一の災
していきたいと思います。
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りご活躍されていますが、これまでの経緯について及び今後の抱負をお間かせ
下さい
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として関わられていると伺いましたが、これまでの経緯につ
負をお間かせ下さしヽ
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してほしいと頼まれ、打ち合わせを進める中でなぜか事務局長を引き受ける
こととなってしまいました。右も左もわからない私でしたが、危機管理防災
課の方長、役員・幹事の方尺 |こ一つ―つ教えていただきながら、役を引受け
た限りはなんとかしないとの思いで無我夢中で務めてまいりました。もっと
経験豊かな方にしていただいていたら、もつと良いものになっていたかもし
れませんが、私自身としては、このような組織の設立から関わらせていただ
<機会はそう経験できるものではありませんので大変勉強になりました。今
ではこのような機会を与えていただけたことに感謝しております。この経験
を今後は地域の中で活かして活動していきたいと用います。

し

れに活動されてきました。ただ、三区含同で活動するときの各区の役割や、
まちづ<り協議会と関係・役割分担などが不明確で、水戸学区全体として活
動してい<ためには問題、課題がありました。そんなとき、)胡南市防災士連
絡会が組織され、私がたまたま事務局長をさせていただいたこともあって、
自主防災組織発足の機運が高まり、私も設立に関わらせていただきました。
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水戸学区自主 の会長が会長を、 3区の区長が副まちづ<り協議会
班、避難誘導班、
の防災避難訓練で

救急救護班、)肖火班、情報伝達班
は、住民の皆さんにサイレンととしてい

会長を
で組織
もに自 ただいて宅前 |こ

の後避難誘導班、
のもと避難訓練、
第三分団の協力の
:一  い
lに.Cヽ 命救急訓練

しヽました。今後 ますそれぞ

し で |ヽ

れ活動が活発に行つていけますよう、
事務局として努力していきたいと思
います。

思います。より多<の方 (特に若い方や女性の方)に防災土になつていただ
き、地域 |こ貢献していただければと思います。)胡南市防災土連絡会はこれか
らもそうした防災士の方長を支援して<れる存在として活動されることと思
います。
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